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・解管用紙,のマTクは,最も適切であるものを(1)γ (5)の中から■つだけ選
んで下さ.い。2つ以率マ‐クした場合はその問題について!ま -0点とな躁ます。F

,マ■クを訂1正する場合iま
「
消極ギムできれいに消して下さい。' I

・解答層紙にiま武者を記入し,II受験番号欄には受験番号を記入し,Iマークして

下さい。                       1イ    1 ヽ
・試験中はすべて試験官の指示に従つて下さい。

.               (

・ この問題用紙は持ち帰つて下さい。



問7.音波に関する次の (a)及び (b)に答えよ。
(a)次の文中の空自箇所 (ア )～ (ウ )に入る語句または数値と
せたものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。
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によつて異なる。 般に空気中の音速と比   う́

乾燥した空気の温度を′[℃ ]とすると,音速 y[m/s]は次式で近似することができる。
y=331.5+ (ウ)× ′[m/s]
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(b)振動数が 20kHzの音波が 15℃の乾燥した空気中を伝わる際の波長 [cm]と して,最も
近いものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。             (3点 )
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問8.図のような,面積 Sの一様な薄い平板があり,その重
心はGである。この平板の一部を点線のように切り取つ
た。切 り取つた部分の面積はS2'重心はG2である。G
とG2の距離がグのとき,切 り取られた残りの平板の重心
Glと Gの距離χとして,正 しいものを 1つ選び,解答用

(6点 )紙にマークせ よ。
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問9.密度 βの細かい油滴を空中に吹き出すと,油滴は空気中をゆつくりと等速で落下す
る。このとき油滴は球であると仮定する。油滴が受ける空気の抵抗は油滴の半径 ′と

速さυに比例する。この比例定数をたとしたとき,油滴の落下する速さυを表す式と
して,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。ただし,重力加速度を gと す

りυ=27trZだ  (3)υ=」∠盤
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問 10.図のように,軽くて伸びない糸の上端を固定 し,下
端につるした小物体が水平面内で,速さ yで等速円運
動 している。糸が鉛直軸 とθ (0<θ <π /2)の角度を
なしたとき,円運動の回転半径 Rを y, θを用いて表
した式 として,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマ
ークせよ。ただし,重カカロ速度を gと する。 (6点 )
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間 11.図のように,水平で滑らかな床の上に質量
Mの平板を置き,その上に質量

“
の小物体を置

き,平板を水平方向右向きに大きさFの力で引
いたところ,小物体は平板に対して左向きに動
いた。平板と小物体の間の動摩擦係数をμ

′,重 τ
力加速度を意として,次の (a)及び (b)に答えよ。

(a)平板の加速度を αとすると,平板の水平方向の運動方程式として,正 しいものを 1
1し ,水平方向右向きを正 とする)  (3点 )
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(b)小物体が平板の端まで距離 ′だけ移動するのに要する時間として,正しいものを 1
つ選び,解答用紙にマークせよ。                   (3点 )
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問112.水平な直線道路を速さ 72km/hで走っていた自動車が減速し始めてから 40m移動し
て静止した。この間の自動車の進行方向の加速度が一定であるとすると,その絶対値は
重力加速度の何倍か。最も近いものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。ただし,重力
は 10m/s2とする。

∂0倍

ノ́ _ ■ハ
。で )・  a

′ -20'・  '4/ 
宰θ

′DA

一 ′ ゾ
こ

|夕 |



変

た

の
池

＞

可

し

も

電

点

問

/
I

k_/
10Ω

40Ω

(2)20Ω

(5)50Ω

= 7υ ゾノ́

(3) 30Ω

(6′点)

(3) 13V

′
一ハ

ｒ

一
”

―

一
ハ

―ヂ‐ガメ
ル
`「

~7戸
β

#雫― y
/ο′ ' ⊇レ。て '′      /｀

′
'

〆ρ  =  2γ
つ

′ =  メο

／

一
タ

Ａ
μ

f「屁二:[ノ
ノ′

午午ノ′
′「一い　　̈

―鰐
― t/≧ ＼

間 14.図の回路において,Clと C2は静電容量がそれぞれ 3.Oμ F,4.Oμ Fのコンデンサ
で ,Aと Bは 起 電 力 が 28Vの電 池 で , Slと S2はそ れ ぞ れ 接 点 Ml,Nlお よび M2'N2を

もつたスイッチである。はじめSIと S2はいず

t聾鶴閂戦躍穐し譲と諄を。1″′
最初に Slと S2をそれぞれ Nlと N2側に接続 し,Cl
Clと C2に合わせて 35μ Cの電気量を与えた。
その後,スイッチをMlと M2側に切 り替えて十
分に時間が経過したときのC2の端子電圧 [V]
として,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマ

rヽ

ガ√

上

Ｔ
ｌ
ｊ

C2

′
'tイ

 i ‐

´'C/´
′/

Ml

M2      ,♂

― こ

S′

`ノ

寺

ηζ
~ヂ

メリ(

′,し

,'6

Sl

めllJ S2

メ′γ ′と

′

一
α

／

ツ
|

て

上

L____

′′

メ
リン̂

/′ ′
-7メ ′

ニ ユ♂

: ゴ♂/ /4

ノ'y ,

≠
　
　
子

ル
一ア
‘‰

ノ′■

ア′2

フ′2

/」

=  ′ク/

′   了♂

10Ω   20Ω

り

／

イジ



間 15.図のように,真空中に,長 さL[m],全巻数Nl回
の非常に長い円形コイル 1があり,その中心部分に小
さな円形コイル 2を コイル 1と接しないように置く。
コイル 2の半径はα[m],全巻数N2回で,コイル 2の中
心軸をコイル 1の中心軸に対してθの角だけ傾けたと

き,次の (a)及び (b)に答えよ。ただし,真空の透磁率
を〃。[N/A2]と する。

(a)コ イル 1に ∬ [A]の電流を流 した。このとき,コ
イル 2を通る磁束 [恥]を表す式 として,正 しいも
のを 1つ選び,解答用紙にマークせ よ。ただ し,コ
イル 1内部の磁界は一様 とする。     (3点 )
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(b)コイル 1と コイル 2の相互インダクタンス [H]を表す式として,正 しいものを 1つ選
び,解答用紙にマークせよ。                     (3点 )
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問19.6X=7y=422,ィン≠0のとき,上 +上二上の値として,
l     χ y z

用紙にマークせよ。
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問 21.図に示す△ABCに おいて,点M,N
をそれぞれ辺 BC,ABの 中点とする。こ
のとき△GNMと △ABCの 面積比として ,
正しいものを 1つ選び,解答用紙にマーク
よ。 (6点 )

(1) 1:9 (2) 1:10

ものを1つ選び,解答用紙にマークせよ。
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爛等勢ξ>p′r罐 ,姿驀書′ダ   わ_3bマ審がィ範で絆褻:9‐・
0<θ <π )であるとき,tan θを満た辛砲を次のうちから1つ選び,
ti.|夕せよ。 |、 1‐ ::‐

1つ選び,解答用紙にマークせよ。
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問 24.表面積が 72π の直円柱について,次の (a)及び (b)に答えよ。
(a)こ の直円柱の体積が最大となる半径として,正 しいものを 1つ選び ,
―クせよ。

解答用紙にマ

(3点 )
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(b)半径が (a)で求めた値である場合,直円柱の体積として,正 しいものを 1つ選び,解
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